














 

周産期死亡は全国統計では低下傾向が維持されているが、施設統計では伸び悩み傾向が認

められる。特に施設間の特徴では NICUを付属する施設でこの傾向が強く重症例の集中化も

考えられる。そこで、周産期管理における母体搬送の実態をみるため昭和 60 年 1月 1 日よ

り60年12月31日までの1年間の東京女子医科大学母子総合医療センターの入院患者の解

析を行った。 


